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国際 X 線天文衛星 ASTRO-H「ひとみ」は、JAXA 宇宙科学研究所を中心として開発されましたが、首都大

学東京理工学研究科物理学専攻の宇宙物理実験グループがプロジェク卜に参加し、軟 X 線分光検出器の開発に大

きく貢献してきました。その観測結果について報告します。 

国際研究チーム（注1）はX線天文衛星ASTRO-H「ひとみ」打上げの約一週間後から開始した観測装置立ち

上げ段階で、搭載された軟X線分光検出器(SXS : Soft X-ray Spectrometer、注2）によってペルセウス座銀

河団を合計23万秒間観測しました。取得されたデータから、SXS は打上げ前に見積もっていた以上の分解能を

達成し、これまでの20倍以上の精度で高温ガスの運動を測定できることを軌道上で実証しました。また、今回の

SXSによる観測で、銀河団中心部のガスの運動をはじめて測定することに成功しました。 

観測の結果、銀河団中心部で、巨大ブラックホールから吹き出すジェッ卜は高温ガスとぶつかり、高温ガスを

押しのけているものの、その結果作り出されるはずのガスの乱れた運動は意外に小さい、すなわち高速ジェッ卜が

影響を及ぼしているにも関わらず銀河団中心部の高温ガスは意外に静かであるということがわかりました。 

 

 

宇宙最大の天体である銀河団。100 以上の銀河が集まった系で、大量のダークマターの重力により 5000 万

度以上という高温ガスが捉えられています。また、銀河団中心にジェッ卜を吹き出すなど活発に活動するブラック

ホールを擁する銀河が存在することも少なくありません。ブラックホールによるジェッ卜は周囲の高温ガスを押し

のけて広がっているため、高温ガスはかき混ぜられて乱れた流れの状態にあるのではないかという予測もありまし

た。 

国際研究チームは、観測装置立ち上げ段階中に SXS で、ペルセウス座銀河団を約一週間かけて観測しました。

太陽系から約 2.5 億光年遠方にあるペルセウス座銀河団は、X 線で最も明るい銀河団です。これまでの多くの X

線データが取得されており、「標準天体」とも呼べる銀河団なのです。 

ペルセウス座銀河団中心には、巨大なブラックホールをもつ電波銀河（NGC1275）があり、そこから宇宙ジ

ェッ卜（光の速さに近い高エネルギー粒子の絞られた流れ）が放出されています。銀河団中心の高温ガスはジェッ

卜によって押しのけられている様子が過去の観測で明らかになっていました。そのため宇宙ジェッ卜が周囲の銀河

団ガスにどのような影響を及ぼしているかを明らかにするための研究が続けられていました。 

巨大ブラックホールから周囲へのエネルギー供給や宇宙ジェッ卜がどのように周囲に影響を及ぼしているかを

調べるためには、ガスの運動を調べることが必要です。今回のSXSによる観測で、銀河団の中心から10万から

20万光年の範囲では高温ガスの乱れた運動の速さは毎秒164±10km（視線方向の成分）と見積もられました。

この運動が発生する圧力は、高温ガスの熱的な圧力の4%に過ぎず、これは予想を下回る低い値でした。 

 

 

意外に静かだったペルセウス座銀河団中心の高温ガス 

平 成 2 ８ 年 ７ 月 ７ 日 

公立大学法人首都大学東京 

本研究成果は、7月6日付（世界時）英国科学誌「Nature」のオンライン版に掲載されました。 
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注1）国際研究チームとは、ASTRO-Hプロジェク卜のメンバーである約250名の研究者からなるチーム。 

注2）SXSは50mK（ケルビン(K)は絶対温度の単位で、1Kは-273C。ミリ(m)は1000分の1を示す）という極

低温で動作し、鉄の特性X線などのX線光子のエネルギーをX線天文衛星「すざく」の20倍以上という高い精

度で測ることができる。高温ガスが運動すると、ドップラー効果のために X 線のエネルギーが変化する。近づく

とエネルギーが高くなり、遠ざかると低くなる。ガスが大きく乱れた運動をしている場合は、輝線の幅が太く観

測される。「すざく」の CCD 検出器は、エネルギーを決める精度が十分でなかったため、こうしたエネルギーの

変化を検知できなかった。軟X線分光検出器SXSによってはじめて、銀河団のような大規模な天体の高温ガスの

運動を詳しく調べることができるようになった。 
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【研究についてのお問い合わせ先】 

首都大学東京 大学院理工学研究科 教授 大橋隆哉 

TEL：042-677-1111（代表） E-mail : ohashi@tmu.ac.jp 

TEL:042-677-1111（内線:5633
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